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　１１月２３日に県クリスタルパーク恵那スケート場が、冬季営業を開始しました。この日は、オープン

記念として滑走料が無料。約２,０００人が初滑りを楽しみました。当スケート場は、全日本ジュニアスピー

ドスケート選手権大会などが開催される本格的なスケート場。来年２月２０日まで、無休で営業します。
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恵
那
の
魅
力
を
再
確
認

　

恵
那
市
は
、
多
く
の
可
能
性
と

魅
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
魅

力
を
、
掘
り
起
こ
し
再
確
認
す
る

こ
と
で
、
市
へ
の
定
住
を
自
信
を

持
っ
て
紹
介
で
き
ま
す
。

　

市
の
一
番
の
魅
力
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
で
す
。
名
古
屋
市
へ
電

車
で
約
１
時
間
と
、
都
市
と
の
生

活
を
両
立
す
る
こ
と
も
可
能
な
地

域
で
す
。
朝
、
畑
で
採
れ
た
野
菜

を
食
べ
た
り
、
き
れ
い
な
夕
焼
け

に
目
を
奪
わ
れ
た
り
と
、
ゆ
っ
た

り
と
自
然
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と

の
喜
び
が
恵
那
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
、

交
流
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

充
実
し
た
子
育
て
環
境

　

生
活
環
境
で
は
、
市
内
に
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
網
が
整
備
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
市
内
全

戸
で
高
速
通
信
が
可
能
で
す
。
こ

の
設
備
は
、
全
国
で
も
非
常
に
進

ん
だ
取
り
組
み
で
す
。

　

子
育
て
環
境
で
は
、
子
ど
も
が

小
さ
い
う
ち
は
手
元
で
し
っ
か
り

と
面
倒
を
見
て
、
保
育
園
な
ど
へ

通
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
働

き
出
す
の
が
主
な
生
活
パ
タ
ー
ン

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
未
就
園
児
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
市
内
７

カ
所
の
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
な
ど
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
施
設
も
あ
り
、
県

内
で
も
非
常
に
充
実
し
た
子
育
て

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

子
ど
も
医
療
費
助
成
と
し
て
、
中

学
校
卒
業
ま
で
入
院
や
通
院
が
無

料
な
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業

も
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
産
材
の

利
用
促
進
も
含
め
、
一
定
量
の
地

域
産
材
の
利
用
や
市
内
の
建
築
業

者
が
施
工
し
た
場
合
、
転
入
者
に

は
２０
万
円
を
限
度
に
助
成
し
、
市

内
の
方
で
あ
れ
ば
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
行
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
的
な
支
援
を

行
う
ほ
か
、
市
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
す
た
め
に
、
移
住
・
定
住
セ

ミ
ナ
ー
や
恵
那
体
験
ツ
ア
ー
も
開

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
移
住
希
望
者
の
た
め

に
、
市
内
の
空
き
家
な
ど
を
紹
介

す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
制
度

も
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
地
域
の

中
で
移
住
者
を
受
入
れ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

５
本
柱
で
人
口
減
少
対
策

　

市
で
は
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
た
め
、
５
つ
の
柱
を
定
め
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
計
画
は
、

総
合
計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
人
口
減
少
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
後
期

基
本
計
画
と
し
て
決
定
し
た
も
の

で
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
来
年
度
か
ら

の
計
画
で
す
が
、
市
は
前
倒
し
で

実
施
し
、
待
っ
た
な
し
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
人
口
減
少
対
策
の
専
任
部

署
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
活
力
推
進

室
」
を
こ
と
し
４
月
に
設
置
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
間
関
係
も
大
き
な
魅
力

　

市
内
に
は
、
多
く
の
団
体
活
動

や
地
域
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
。
市
民
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
市
民
活
動
助
成
制
度
」
は
約

１５
年
の
歴
史
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
市
民
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
自
治
法
に
基
づ
く

地
域
自
治
区
も
設
置
さ
れ
、
地
域

協
議
会
の
下
で
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
、
支
え
て

い
る
の
が
豊
か
な
人
間
関
係
で

す
。
本
市
の
魅
力
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
人
付
き
合
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
で
作
っ
た
野
菜
な

ど
の
譲
り
合
い
や
、
地
域
を
守
る

た
め
の
日
常
の
活
動
な
ど
近
所
の

つ
な
が
り
が
恵
那
の
伝
統
や
文
化

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
基
本
と
し
た
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
市
の
魅
力
を
さ
ら
に

発
信
し
ま
す
。

転
入
者
と
定
住
者
を
支
援

　

人
口
減
少
対
策
は
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
総
合
計
画
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
内
か
ら
の
転
出
を
防
ぐ
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
直
接
的

に
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し

て
、
移
住
・
定
住
対
策
事
業
が
ス

タ
ー
ト
。
昨
年
度
か
ら
市
内
に
住

宅
を
新
築
し
て
転
入
し
た
方
へ
、

固
定
資
産
税
の
減
免
や
１
世
帯
に

２５
万
円
（
義
務
教
育
以
下
の
児
童

が
い
る
世
帯
は
、
１
人
５
万
円
を

加
算
）
の
定
住
奨
励
金
を
交
付
す

る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
と
し
４
月
か
ら
は
、

で
決
定
し
た
移
住
定
住
対
策
な
ど

の
５
本
の
柱
を
基
に
、
具
体
化
し

て
い
く
部
署
で
す
。
さ
ら
に
副
市

長
を
本
部
長
と
し
た
「
人
口
減
少

対
策
を
考
え
る
推
進
本
部
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
関
係
部

署
の
課
長
２２
人
が
集
ま
り
、
具
体

策
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
つ
の
柱
の
施
策
を
進
め
る
こ

と
で
、
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

準
備
を
行
い
、
地
域
と
行
政
が
協

働
で
活
力
の
あ
る
地
域
を
つ
く
り

出
し
て
行
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
住
み
や
す
い
恵
那
市

に
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
住
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
支
援
策

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
当
市
の
人
口
も
急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年

１０
月
に
５
万
５
千
７
６
１
人
だ
っ
た
の
が
、
こ
と
し
１０
月
に
は
、
５
万
３
千
６
百
人
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
５
年
間
で
２
千
人
以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
来
年

度
か
ら
始
ま
る
「
総
合
計
画
後
期
計
画
」
で
も
、
平
成
２７
年
の
目
標
人
口
を
５
万
５
千
人
か
ら

５
万
３
千
人
に
下
方
修
正
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

活
力
あ
る
恵
那
市
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
移
住
・
定
住
対
策
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
人
口
減

少
対
策
を
「
総
合
計
画
後
期
計
画
」
を
１
年
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室
（
内
線
３
８
２
）

みんなで進めよう

人口減少対策

柱1少子化対策
( 若者の結婚支援、子育て支援サービ
スの強化 )

柱２健康・寿命延伸対策
( 健康出前講座、高齢者の福祉活動、
地域間世代間のふれあい交流事業 )

柱３魅力づくり対策
( 歴史・自然・生活を生かしたまちづ
くり、郷土の誇り、都市農村交流事業 )

柱４雇用対策
( 安定雇用の確保、起業支援、農林業
活用 )

柱５移住・定住対策
( 定住促進、空き家活用、活性化協力
隊員の導入 )

移住、定住対策の５本の柱

▲こども元気プラザでは、育児のサポー
トを行っている。写真は、「みんなでお
散歩」をしながら親子で秋を感じた

▲

１１
月
に
名
古
屋
市
で
行
っ
た
移
住
・
定

住
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約
４０
人
が
参
加
し
た

▼串原の古民家リフォーム塾では、家の改修など「移住のいろは」を楽しく学ぶ

移
住
・
定
住
対
策
を
本
格
化

ス
ト
ッ
プ
!

人
口
減
少
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みんなで進めよう

人口減少対策

住
み
良
い
恵
那
へ

移
住
・
定
住
の
た
め
の
支
援
策

定住奨励金、固定資産減免（ふるさと活力推進室・税務課）
市外から転入した方が新築住宅を取得した場合、固定資産税を減免し、奨励金２５万を支給。
義務教育以下の児童がいる場合は、１人につき５万円を加算して支給します。

太陽光発電助成事業（環境課）
２０万円を上限に、1㌔㍗当たり５万円を支給します。

浄化槽設置費助成（下水道課）
下水道のない地域を対象に、５人槽で５８万２千円を支給します（人槽で金額が異なります）。

水洗化融資あっせん、利子補給（下水道課）
２００万円まで、改修資金融資をあっせんします。また、１０万円まで利子を補給します。

耐震補強補助金 ( 建築住宅課）
８４万円を上限に耐震補強工事費の７０㌫までを補助します。

勤労者資金融資制度事業（商工観光課）
住宅建設、改築、用地の購入に５００万までを融資します。

地域空家バンク事業（ふるさと活力推進室）
市内の空き家情報などの移住と定住のニーズは、ふるさと活力推進室が相談に応じます。

　

市
で
は
「
ゆ
っ
た
り
と
快
適

に
誰
も
が
住
み
よ
い
恵
那
」
を

紹
介
す
る
、
移
住
・
定
住
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
市
内
の
紹
介
や
定
住
支
援

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
居
住
に
関
す

る
こ
と
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

外
の
方
に
向
け
て
発
信
し
て
い

ま
す
が
、
市
の
良
さ
や
魅
力
は

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
が
、
恵
那
の
魅

力
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
が
恵
那
市
の
Ｐ
Ｒ
マ
ン
と

な
っ
て
、
市
外
へ
発
信
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
近
く
に
あ
る
空
き
家
や
遊

休
地
な
ど
の
情
報
を
、
ぜ
ひ
と

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

インタビュー

積
極
的
な
声
掛
け
が
う
れ
し
い

　

わ
た
し
は
、
こ
こ
の
自
然
環

境
が
気
に
入
り
、
１１
年
前
に
移

住
し
ま
し
た
。 

今
、
豊
か
な

自
然
を
求
め
移
住
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
一
方
で
、
地
域
で
は
担
い

手
不
足
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
山
岡
町
で
は
、
こ
れ
を
解

決
す
る
場
と
し
て
、
６
月
か
ら

交
流
定
住
環
境
づ
く
り
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
経
験
か
ら
移
住
者

は
、
地
域
の
生
活
習
慣
な
ど
、

当
た
り
前
の
こ
と
も
何
も
分
か

ら
な
い
の
で
す
。
そ
こ
を
意
識

し
て
地
域
の
方
が「
地ぢ

の
ま
ま
」

に
話
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
ま
た
希
望
者
は
、
地
域

の
ル
ー
ル
を
知
っ
た
上
で
移
住

し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
迎
え

る
側
は
積
極
的
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

交
流
で
新
た
な
文
化
が
育

ち
、
魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

結婚支援事業（ふるさと活力推進室）
恵那ことぶき結婚相談所や地域と協働で、出会いの場の設定など結婚に対す
るサポート体制の強化を図っています。

子ども福祉医療費助成（市民課）
０歳から中学校卒業までの医療費自己負担分を助成（所得制限なし）。一人親
家庭についても助成します（所得制限あり）。

ファミリーサポートセンター事業（子育て支援課）
依頼する会員と援助する会員の登録制で、センター・アドバイザーの指導の
もと、保育園などの登園前の預かりや送り、帰宅後の預かり、家族が病気になっ
たときの子どもの世話などを、有償で行います。

低年齢児保育事業 ( 子育て支援課 )
核家族化や生活様式の多様化などによる保育の需要に、適切な対応をするた
め、保育所での低年齢児の受け入れ環境をさらに充実します。

保育料助成（子育て支援課）
第３子以降の保育料は無料。第２子の保育料も
半額としています。

インフルエンザ予防接種費助成事業（健康推進課）
中学３年生まで、自己負担１５００円 / 回で接種で
きるように助成します。

ブックスタート事業（中央図書館）
出生児に絵本をプレゼントします。

高齢者生き生き住宅改善助成（高齢福祉課）
助成額４０万円を上限に、高齢者向け住宅改修に助成
します。

インフルエンザ予防接種費助成事業（健康推進課）
６５歳以上の方に、自己負担１,５００円 / 回で接種できる
ように助成します。

出前健康づくり学習（健康推進課）
市民の自主的な健康管理や健康づくり活動をサポート
するため、各地域や企業が主催する健康づくり教室に
保健師などを派遣します。

高齢者等温泉施設利用助成事業（高齢福祉課）
市内の温泉施設を利用したときに、３００円 / 回を助成
します（年４回分）。

火災警報器購入費助成事業（高齢福祉課）
６５歳以上の方で、１世帯に１台を限定に、非課税世
帯では５，４００円、課税世帯では２，０００円を助成します。

明知鉄道シルバー券（明知鉄道㈱）
シルバー券として６５歳以上の方に、一年間１００円で
利用できる乗車券を、２,０００円で発売しています。

都市農村交流事業（農業振興課）
棚田オーナー、そばオーナー、企業研修の農業体験会を開催。交流体験施設

「結いの炭
すみ

家
か

」「茅
かや

の宿とみだ」では宿泊もできます。

恵那ブランド育成事業（商工観光課）
地域発の商品のブランド化と地域のイメージのブランド化を結びつけ、それ
を管理する地域の人材育成を行って、持続的な地域経済の活性化を図ります。

移住定住セミナーの開催事業（ふるさと活力推進室 )
主に名古屋市内で恵那の魅力をＰＲし、移住定住者を募っています。　

恵那の魅力ツアー事業（ふるさと活力推進室）
移住、定住希望者に恵那を体験する中で、恵那の魅力を知っていただくツアー
を開催しています。

企業誘致対策事業（商工観光課）
投下資本の１割（上限５，０００万円）の企業等立地奨励金を支給。さら
に市民の新規雇用１人につき３０万円（上限３，０００万円）を支給します。

キャリア教育の充実（学校教育課）
高校生と中学生が市内企業で職場体験を行います。市内の優良な事
業所に目を向け、キャリア教育を推進します。

就農・就業支援事業 ( 農業振興課・観光商工課 )
市内でニュービジネスを模索する方に、相談窓口を設置し紹介など
の支援を行います。

えなの木で家づくり支援事業（林業振興課）
地域材の柱を３０本以上使い、市内建設業者が住宅を新築したとき、
市内の方は固定資産税を３年間減免、転入者は、２０万円交付します。

主な事業と担当課

魅力づく
り対策

少子化
対策

健康寿命
延伸対策

雇用
対策

移住・定住
対策

主な事業と担当課

主な事業と担当課

主な事業と担当課

主な事業と担当課

山口岳
たけ

志
し

さん
（山岡町在住・４８歳）
ＮＰＯまちづくり山岡・
交流定住環境づくり事
業委員



2010.12.17 広報えな 14

　

１０
月
３１
日
、
ま
き
が
ね
公
園
体
育
館
で
、
産

業
博
覧
会
の
ビ
バ
地
場
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
Ｅ
Ｎ
Ａ

２
０
１
０
が
開
催
さ
れ
、
約
１
万
２
千
人
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
と
し
は
「
も
の
作
り
の

原
点
を
探
る
。
一
つ
一
つ
、
人
の
手
か
ら
始
ま
る

産
業
の
原
点
」
を
テ
ー
マ
に
、
恵
那
の
匠

た
く
み

が
１０
人

集
り
実
演
を
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
、も
の
作
り
企
業
の
改
善
提
案
や
、ジ
ュ

ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
販
売
実
践
、
９
組

の
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
１
２
８

作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
発
明
王
コ
ン
テ
ス
ト
の
表

彰
式
、
商
工
会
議
所
と
恵
南
商
工
会
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
、
働
く
車
大
集
合
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま
し

た
。
市
内
の
企
業
や
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
展
示
や

即
売
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
１
５
１
ブ
ー
ス
を

設
置
。
ま
た
市
内
６
中
学
校
の
生
徒
約
７０
人
が
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
ま
し
た
。

　

匠
の
実
演
を
見
学
す
る
来
場
者
は
「
す
ご
い
」

「
き
れ
い
」
と
歓
声
を
上
げ
、
そ
の
技
に
興
奮
気

味
で
し
た
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
そ
う
に
、
ま

た
興
味
津
々
な
様
子
で
、
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
の

体
験
や
展
示
ブ
ー
ス
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

１１
月
６
日
、
市
民
会
館
と
そ
の
周
辺
で
、
え
な

環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
０
が
開
催
。
来
場
し
た
約

４
０
０
０
人
は
、
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

こ
と
し
で
４
回
目
の
同
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ
は

「
知
ろ
う　

限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
」。

実
行
委
員
会
の
「
省
エ
ネ
の
コ
ツ
」
ブ
ー
ス
ほ
か
、

市
内
外
の
４４
ブ
ー
ス
で
環
境
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
「
家
庭
で
で

き
る
省
エ
ネ
の
コ
ツ
」
を
提
案
、
同
フ
ェ
ア
の
シ

ン
ボ
ル
「
緑
の
塔
」
を
制
作
、
展
示
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
取
り
組
み
や
、
か
ん
き
ょ
う
と
く
ら

し
の
絵
手
紙
、
小
中
学
生
の
環
境
テ
ー
マ
作
品
、

Ｕ
字
溝
ら
せ
ん
発
電
機
な
ど
を
展
示
。屋
外
で
は
、

木
く
ず
と
バ
イ
オ
肥
料
の
物
々
交
換
や
電
気
自
動

車
の
試
乗
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
の
抽
選
会
や
参
加
賞
が
も
ら
え
る
ク
イ
ズ
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行

者
協
議
会
の
助
成
を
受
け
て
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

もの作りの原点
　匠の技を見た

エネルギーの
大切さを学んだ

匠
の
技

１．多色刷りゴム版画を彫る古山佼さん

２．．寄せ木による建具制作を実演する所正幸さん

３．ガラス工芸体験で指導する小栗寛之さん

４．菓子で創作アートを作る水野守道さん

５．ロクロの実演をする小林一雄さん

６．わらぞうりを作るまめな会の会員

７．盆栽アートの体験で指導する安部隆義さん

８．能面制作を実演する奥山完治さん

９．竹細工で昆虫などを作る伊藤正夫さん

１０．飾り包丁を実演する永井敏人さん

省
エ
ネ

１．今回のシンボル「緑の塔」で木のにおいを感じた

２．ハイビスカスの色素で太陽電池作り。ライトの光

で発電すると音が鳴った

３．「省エネのコツ」のブースでは乗り物と乗り方でガ

ソリンの節約ができることを学んだ

４．小水力で発電するＵ字溝らせん発電機

５．間伐材を削ってマイはし作りに挑戦

６．グルグル回して手回し発電実験を体験

３

４

１

６

２

５

８ ６

５

４２

７

３１

１０

９

えな環境フェア２０１０
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▲

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
、
中
嶋
健
造
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
土
佐
の
森
・
救
援
隊
事
務
局
長
）

▲

１
つ
の
部
屋
で
家
族
団
ら
ん
す
る

こ
と
は
省
エ
ネ
に
も
な
る

▲

環
境
が
テ
ー
マ
の
小
中
学

生
の
作
品
と
壁
新
聞
を
展
示

▲

６
組
の
小
学
生
が
ジ
ュ
ニ
ア
エ

コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
販
売
実
践

▲

普
段
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い

働
く
車
が
大
集
合

▲

発
明
王
に
輝
い
た
大
島
蘭ら

ん

奈な

さ
ん
（
串
原
小

５
年
）
作
品
テ
ー
マ
は
「
ゆ
か
が
ひ
ん
や
り
」



　

ウ
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
養
鶏
場
（
山

岡
町
久
保
原
地
内
）
の
設
置
に
つ

い
て
、
事
前
協
議
書
と
添
付
図
書

を
縦
覧
し
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

□
と
き　

１２
月
７
日
㈫
―
２０
日
㈪

午
前
８
時
半
―
午
後
５
時

１５
分

□
と
こ
ろ　

水
道
課

　
　

水
道
課
（
内
線
１
６
２
）

　

県
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
で

は
、
肢
体
の
不
自
由
な
方
を
対
象

と
し
た
医
療
相
談
や
補
装
具
（
車

い
す
、
装
具
な
ど
）
の
交
付
、
修

理
の
た
め
の
相
談
や
判
定
を
実
施

し
ま
す
。
診
断
や
相
談
の
あ
る
方

は
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１２
月

１４
日
㈫
午
後
２
時

―
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
３
時

半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

市
役
所
・
会
議
棟

□
診
断
科
目　

整
形

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑

　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
３
４
）

　　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
事
業

所
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
工
業
統

計
調
査
を

１２
月

３１
日
現
在
で
行
い

ま
す
。
調
査
の
目
的
は
、
製
造
品

出
荷
額
な
ど
を
調
査
し
製
造
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
調

査
は
、

１２
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬

に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
８
０
）

　

市
税
を
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま

で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
事

情
に
応
じ
た
納
付
方
法
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
気
軽

に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
当
日
は

市
税
の
納
付
も
受
け
付
け
ま
す
。

□
と
き　

１２
月

１９
日
㈰
午
前
９
時

―
午
後
５
時

※
当
日
の
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、税
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
日
の
相
談
時
間
は
、
午
前
８
時

半
―
午
後
５
時

１５
分
で
す

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
・

第
二
庁
舎
１
階
）

□
持
ち
物　

納
税
通
知
書
か
督
促

状
、
催
告
書
な
ど
と
認
印

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
・
５
０
８
）

　

大
井
幼
稚
園
か
ら
大
井
宿
本
陣

前
の
道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
次

の
と
お
り
、
車
両
の
一
方
通
行
規

制
を
行
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

平
成

２３
年
１
月

１１
日
㈫

午
前
９
時
―
７
月

２９
日
㈮（
予
定
）

※
期
間
中
は
、
終
日
規
制
を
実
施

□
と
こ
ろ　

大
井
町
字
学
頭
地
内

（
大
井
幼
稚
園
付
近
）

□
規
制
内
容　

恵
那
峡
方
面
か
ら

恵
那
駅
方
面
へ
の
一
方
通
行
。

※
恵
那
駅
方
面
か
ら
、
城
ヶ
丘
保

育
園
と
大
井
小
学
校
ま
で
の
進
入

は
可
能
で
す
が
、
通
り
抜
け
は
で

き
ま
せ
ん

　
　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
（
内
線

２
１
７
）

【
夕
方
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
】

　

市
内
の
交
通
事
故
は
、
高
齢
者

と
子
ど
も
の
事
故
が
目
立
ち
ま

す
。
こ
の
季
節
、
夕
暮
れ
は
と
て

も
早
く
暗
く
な
り
ま
す
。
歩
行
者

は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
使
用

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
凍
結
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意
】

　

道
路
が
凍
結
す
る
季
節
。
昨
年

も
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま

し
た
。
特
に
早
朝
や
深
夜
、
橋
の

上
、
日
陰
の
場
所
、
ト
ン
ネ
ル
の

出
入
り
口
な
ど
の
場
所
で
は
、
十

分
に
速
度
を
落
と
し
、
安
全
運
転

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
６
）

　

３
月

３１
日
㈭
に
指
定
管
理
期
間

が
満
了
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵

光
園
。
そ
の
第
２
期
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
指
定
期
間　

平
成

２３
年
４
月
１

日
㈮
―
平
成

２８
年
３
月

３１
日

□
募
集
要
項
配
布
期
間　

１２
月
１

日
㈬
―

１０
日
㈮ 

※
配
布
は
高
齢
福
祉
課
か
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.e

n
a.lg

.jp
/

）

□
受
け
付
け
期
間　

１２
月
６
日
㈪

―
２８
日
㈫

□
応
募
資
格　

①
社
会
福
祉
法
人

で
あ
る
こ
と　

②
老
人
福
祉
法
に

基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と　

③
東
濃
地

域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

　
　
　
　

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

２
２
）

「物語を訪ねて
　―浮世絵を旅する―」
　　１２/１㈬～１/１６㈰

　日本全国各地の名所にまつ

わるいくつもの伝説や故事を

風景版画でたどる展覧会です。

　

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
生
物

多
様
性
条
約
第

１０
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

１０
）。
そ
の
関
連
行
事
と

し
て
、１０
月

１８
日
に
行
わ
れ
た「
水

で
つ
な
が
る
命
・
木
曽
川
流
域
自

治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
、
恵
那
農
業

高
等
学
校
の
森
本
先
生
と
生
徒
、

可
知
市
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

恵
那
農
高
で
は
、
平
成

１６
年
度

か
ら
阿
木
川
ダ
ム
で
ア
オ
コ
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
と
し
て
、
空く

う

芯し
ん

菜さ
い

を
栽
培
。
植
え
付
け
当
初
は
わ
ず

か
２
０
０
㌘
の
空
芯
菜
が
、
収
穫

す
る
と
き
に
は
３
３
０
㌔
と
、
約

１
６
０
０
倍
に
成
長
す
る
と
の
こ

と
。
ダ
ム
湖
の
栄
養
分
を
野
菜
が

吸
収
し
、
水
質
浄
化
や
新
た
な
生

き
物
の
す

み
か
づ
く

り
の
活
動

に
つ
い
て

発
表
し
ま

し
た
。

　
　

水
道

課
（
内
線

１
６
０
）

　

次
の
４
地
区
の
地
籍
調
査
が
終

了
し
、
登
記

が
完
了
。

こ
れ

で
、
市

内
の
地
籍
調

査
の
登
記
完
了
面
積
が
１
２
３
・

９１
平
方
㌖
、
完
了
率

２９
・
３
㌫
と

な
り
ま
し
た
。

□
山
岡
町
山
田
５
・
６
地
区　

▽

調
査
範
囲
＝
山
岡
町
馬
場
山
田
字

三
角
、
亀
割
、
一
貫
平
、
峰
山
、

青
木　

▽
調
査
面
積
＝
４
・

４２
平

方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝
７
４
５
筆

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

１９
日

□
明
智
町
吉
良
見
Ⅳ
地
区　

▽
調

査
範
囲
＝
明
智
町
吉
良
見
字
西
山

の
一
部　

▽
調
査
面
積
＝
０
・

５４

平
方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝

７４
筆

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２０
日

□
岩
村
町
飯
羽
間
９
地
区　

▽
調

査
範
囲
＝
岩
村
町
飯
羽
間
字
小

屋
ヶ
根
、
片
小
沢
、
上
八
木
、
中

平
、
小
沢
山
の
一
部　

▽
調
査
面

積
＝
２
・

１８
平
方
㌖　

▽
調
査
筆

数
＝
１
８
０
筆　

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２５
日

□
明
智
町
小
泉
地
区　

▽
調
査
範

囲
＝
明
智
町
大
泉
字
滝
上
、下
矢
、

蔵
、
他
ノ
平
、
細
田
、
六
斗
蒔
、

久
手
尻
、
薬
師
平
、
藤
塚
、
細
、

大
澤　

▽
調
査
面
積
＝
１
・

３７
平

方
㌖　

▽
調
査
筆
数
＝
１
１
０
６

筆　

▽
登
記
月
日
＝

１０
月

２９
日

　
　

地
籍
調
査
推
進
室
志
４
３
―

２
１
１
１
（
内
線
２
３
１
）

　

第
２９
回
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の

表
彰
式
が
、

１１
月

１４
日
に
恵
那
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者　

▽
市
長
賞
＝
竹

川
竜
雅
く
ん
（
上
矢
作
中
２
年
）

▽
市
議
会
議
長
賞
＝
杉
田
健
登
く

ん
（
明
智
中
３
年
）　

▽
市
教
育

長
賞
＝
大
島
啓
く
ん
（
大
井
第
二

小
５
年
）、
牧
野
未
来
さ
ん
（
大

井
第
二
小
５
年
）、
小
澤
凜
丸
く

ん
（
飯
地
小
５
年
）、
太
田
陸
く

ん
（
串
原
小
６
年
）　

▽
市
消
防

長
賞
＝
小
木
曽
実
穂
さ
ん
（
恵
那

西
中
１
年
）、渡
邊
敬
太
く
ん
（
東

野
小
５
年
）

　
　

消
防
本
部
予
防
課
志
２
６
―

０
１
１
９

　

市
内
の
小
学
生
が
描
く

２５
年
後

の
未
来
創
造
図
の
各
賞
が
、

１１
月

１３
日
開
催
の
未
来
創
造
サ
ミ
ッ
ト

で
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

□
主
な
受
賞
者　

▽
最
優
秀
賞
＝

木
村
朱
里
さ
ん
（
長
島
小
４
年
）

▽
市
長
賞
＝
山
本
彩
由
奈
さ
ん

（
大
井
第
二
小
１
年
）　

▽
理
事
長

賞
＝
山
内
美
宝
さ
ん
（
岩
邑
小
６

年
）

　
　

恵
那
青
年
会
議
所
志
２
５
―

９
４
０
１

１２月５日㈰は、市民の日（市民に

限り観覧料が無料です。当日、

受付係に「恵那市民です」とお

伝えください）

　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川広重 ≪五十三次名所図会≫

「石薬師　義経桜　範頼の祠」

大判錦絵

１８８５（安政２）年

田中コレクション

木
曽
川
流
域
自
治
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
恵
那
農
高
が
発
表

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了

こ
と
し
の
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー

▲説明をする恵那農高の森本先生

▼

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
未
来
創
造
図

▲市長賞のポスター

ウ
カ
イ
フ
ァ
ー
ム
の
事
前

協
議
書
を
縦
覧

問

問

問

問

問
肢
体
の
不
自
由
な
方
の
診

断
と
相
談

問
休
日
納
税
相
談
を
活
用
く

だ
さ
い

問
工
業
統
計
調
査
に
協
力
く

だ
さ
い

問
大
井
幼
稚
園
付
近
で
車
両

の
一
方
通
行
規
制

問
冬
の
交
通
安
全
の
注
意
点

募
集

養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
光
園

の
指
定
管
理
者
（
第
２
期
）

案
内

紹
介

申
・
問

小
学
生
が
描
い
た
未
来
創

造
図

問

大井小学校

城ヶ丘保育園 長国寺

大
井
幼
稚
園

明 知 鉄 道

一方通行規制区間
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　市役所の窓口は１２月２８日㈫の午

後５時１５分まで通常業務です（市民

課住民係の印鑑登録と証明発行のみ

午後６時まで）。２９日㈬から１月３

日㈪まで休み、１月４日㈫が仕事始

めです。問い合わせは市役所または

各振興事務所へお願いします。その

ほか、各施設の年末年始の日程は次

の通りです。

年末年始の休館情報

項目 連絡先 電話 内　容

死亡届 市民課住民係
２６-２１１１

（内線１４１）

死亡届と火葬許可（火葬場使用許可）申請は受け付けします。
【申請の場合は、あらかじめ市役所または南部の各振興事務所に
連絡してください】

火葬場 環境課
２６-２１１１

（内線１８４）

えな斎苑の使用は１２月３１日㈮～１月３日㈪の間、市外居住者（市
内に住民登録、外国人登録をしていない方）は使用することがで
きません。

救急業務 救急医療情報センター ２５-３７９９

消防署は、年末年始とも通常業務です。急病人やけが人が出たと
きには、消防署内の救急医療情報センターへ問い合わせください。
休日の在宅当番医は、年末分が１１月１５日号の１１㌻を、１月分は
次号をご覧ください。自分でお出掛けのときは、電話で直接病院
に確認の上、お出掛けください。

病院・診療所

市立恵那病院 ２６-２１２１
１２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。ただし、急患は常時受け付
けますので、電話で確認の上、来院してください。

国保上矢作病院 ４７-２２１１
１２月３０日㈭夜診～１月３日㈪まで休診。ただし、急患は常時受
け付けますので、電話で確認の上、来院してください。なお、
１２月２９日㈬と１月４日㈫、５日㈬の夜診は、休診します。

国保岩村診療所 ４３-２５７２ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保三郷診療所 ２８-１０７０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保飯地診療所 ２２-３０２７
１２月２８日㈫午後～１月３日㈪まで休診。１２月２８日㈫午前は診療
します。

国保山岡診療所（内科・
歯科）

５６-２６５５ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保上矢作歯科診療所 ４７-２２２２ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休診。

国保串原診療所 ５２-２９２５
火曜日と金曜日の午後のみ診療します。年末最後は１２月２８日㈫、
年始最初は１月７日㈮に診療します。

文化施設

恵那文化センター ２５-５１２１ １２月２７日㈪～１月３日㈪まで休館します。

市中央図書館 ２５-５１２０
１２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。１２月２８日㈫は午後５
時までの利用となります。

明智かえでホール ５４-３９９１ １２月２７日㈪～１月４日㈫まで休館します。

サンホールくしはら ５２-２１１９ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

中山道広重美術館 ２０-０５２２
１２月２４日㈮～１月３日㈪まで休館します。ただし、１月２日㈰は
年始特別開館とし、観覧料は無料です。

中山道ひし屋資料館 ２０-３２６６
１２月２７日㈪～１月３日㈪まで休館します。ただし、１月２日㈰は
年始特別開館とし、入館料は無料です。

岩村町の文化施設

４３-３０５７
岩村歴史資料館（民俗資料館、御殿茶室を含む）は、１２月２９日
㈬～１月１日㈯まで休館します。

４３-３２３１
岩村まち並みふれあいの舘、木村邸資料館、工芸の館土佐屋、江
戸城下町の館勝川家、いわむら美術の館は、１２月２８日㈫～１月
４日㈫まで休館します。（土佐屋は１月５日㈬も休館します）

項目 連絡先 電話 内　容

文化施設
山 岡 陶 業 文 化 セ ン
ター・陶業ギャラリー

５６-４５６７ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

福祉関係施
設

恵那市福祉センター ２６-５２２１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

岩村福祉センター ４３-００５１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

明智福祉センター ５４-４８２０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

串原福祉センター ５２-２２３０ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

かみやはぎ総合保健福
祉センター

４８-３１８５ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

こども元気プラザ ２５-１１５５ １２月２８日㈫～１月３日㈪まで休館します。

体育施設

まきがね体育館 ２５-６４７８
まきがね公園、槙ケ根体育センター、槙ケ根運動広場は、１２月
２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

岐阜県クリスタルパー
ク恵那スケート場

２８-３３９０
年末年始は休まず営業します。ただし、１２月３１日㈮は午後６時
に閉館します。また、一部大会により、４００㍍リンクの利用がで
きない場合がありますので、事前にご確認ください。

山岡町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター

５６-２３９０ １２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

明智町Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター

５４-２５２２ １２月２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。

その他の社会体育施設
４３-２１１２

（内線２２１）

岩村グラウンド、山岡グラウンド、山岡テニスコート、明智グラ
ウンド、上矢作体育館、上矢作山村広場の社会体育施設は１２月
２９日㈬～１月４日㈫まで休館します。利用の申し込みや問い合わ
せも、この間はできませんので、ご注意ください。

山岡健康増進センター ５６-４０６６ １２月２５日㈯～１月３日㈪まで休館します。

串原健康管理センター ５２-２１１１ １２月２９日㈬～１月３日㈪まで休館します。

ごみの収集

エコセンター恵那 ２６-４３８９

◇可燃ごみの収集　年末は１２月３０日㈭まで、年始は１月４日㈫
から通常通り収集します。
◇不燃ごみ・資源ごみの収集　平成２２年度ごみ収集カレンダー
の日程通りに収集します。
◇直接搬入　年末は１２月３０日㈭正午まで受け付けます。ステー
ションに出すときと同様に分別し、市指定ごみ袋に入れてお持
ちください。袋に入れていない場合は、１００㌔ごとに２５２円の手
数料が掛かります。また事業系一般廃棄物の持ち込み手数料は、
１００㌔ごとに５００円です。

恵南クリーンセンター
あおぞら

０５７２-６５
-２２０３

し尿の収集

【旧市域・山岡町】
東海環境事業㈱

２８-３３７３

年末、年始のし尿くみ取りは、緊急の場合を除き、平成２２年度 
し尿くみ取り日程表の通り行います。
年内は１２月２８日㈫まで、年始は１月４日㈫から営業します。

【岩村町・串原・上矢作町】
ケイナンクリーン㈱

４３-４１２２

【明智町】
㈲中部環境

５４-２３４８

その他の施
設

市観光物産館えなてらす ２５-４０５８ １２月３０日㈭～１月４日㈫まで休館します。

くしはら温泉ささゆり
の湯

５２-３１３１
１２月２９日㈬～１月１日㈯まで休館します。２日㈰から通常営業し
ます。利用時間は午前１０時から午後９時（午後８時受付終了）
までで、定休日は毎週水曜日です。

自主運行バス
２６-２１１１

（内線５２２）
１２月２９日㈬～１月３日㈪までは、休日ダイヤで運行します（一
部路線は除く）。また１月１日㈯は運休します。
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一
般
会
計
で
は
、
収
入
率
４７
・

６
㌫
、
支
出
率
３１
・
６
㌫
で
、 

特

別
会
計
合
計
は
、
収
入
率
３１
・
６

㌫
、
支
出
率
３９
・
５
㌫
。
企
業
会

計
は
、
収
入
率
４４
・
５
㌫
、
支
出

率
４２
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
支
出
は
、
建
設
事

業
の
工
事
費
や
委
託
料
が
、
事
業

完
了
し
て
か
ら
の
支
出
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
出
率
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
な
ど

特
定
事
業
の
会
計
で
、収
入
で
は
、

国
や
県
の
補
助
金
、
市
債
が
事
業

完
了
後
に
、
一
般
会
計
の
繰
入
金

が
年
度
末
の
収
入
の
た
め
、
収
入

率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
支
出

は
建
設
事
業
費
な
ど
が
あ
り
、
事

業
完
了
後
の
支
出
と
な
る
た
め
、

上
半
期
の
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
、

病
院
事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設

事
業
、
診
療
所
を
運
営
す
る
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
の
４
つ
が

あ
り
ま
す
。
水
道
施
設
の
建
設
事

業
費
や
、
病
院
の
施
設
改
修
事
業

費
、
医
療
機
器
な
ど
の
建
設
事
業

費
な
ど
が
あ
り
、
一
般
会
計
と
同

じ
よ
う
に
支
出
率
は
低
い
で
す
。

　

市
債
の
状
況
を
表
４
に
、
基
金

の
状
況
を
表
５
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

１１
月
１
日
号
で
２１
年
度
末
の
市

債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
上
半
期
で
は
、
お

よ
そ
２２
億
６
８
０
０
万
円
を
返

済
し
、
９
月
３０
日
現
在
の
借
入

残
高
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
企
業
会
計
ま
で
合
わ
せ
て

５
６
１
億
７
２
８
４
万
円
、
市
民

１
人
当
た
り
で
は
１
０
１
万
６
６

２
９
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
９
月
末
で
基
金
は
、

２７
億
８
９
９
５
万
円
の
財
政
調

整
基
金
、
２１
億
２
８
０
５
万
円

の
地
域
振
興
基
金
な
ど
一
般
会

計
分
に
積
み
立
て
る
基
金
で

８４
億
８
１
４
２
万
円
で
し
た
。

　

ほ
か
に
運
用
す
る
基
金
と 

し

て
、
公
共
事
業
用
地
の
先
行
取
得

を
行
う
土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
奨
学
資
金
貸
与

基
金
な
ど
が
あ
り
、
土
地
代
金
や

貸
付
金
を
含
め
、
運
用
基
金
総
額

は
１２
億
２
４
５
１
万
円
で
し
た
。

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
ま
で
含

め
た
基
金
総
額
は
、
１
１
１
億
４

２
９
８
万
円
で
、
市
民
１
人
当
た

り
２０
万
１
６
６
８
円
と
な
り
ま

す
。

　

本
年
度
上
半
期
の
予
算
の
状
況

を
、
表
１
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

上
半
期
、
一
般
会
計
は
３５
億
３

３
７
１
万
円
の
増
額
（
繰
越
明
許

費
の
１７
億
３
９
５
５
万
円
含
む
）、

特
別
会
計
は
３
億
０
９
０
０
万

円
、
企
業
会
計
は
１
億
１
９
３
４

万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し

た
。
総
額
で
は
一
般
会
計
が
２
９

７
億
９
３
７
１
万
円
、
特
別
会
計

は
合
計
で
１
３
８
億
６
９
２
６
万

円
、
企
業
会
計
は
６７
億
４
６
３
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
訳
は
、
６

月
に
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
・

交
流
推
進
支
援
事
業
、
地
籍
調

査
事
業
の
追
加
、
こ
ど
も
元
気
プ

ラ
ザ
の
文
庫
の
充
実
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
情
報
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
５
２
８
０
万
円
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。
９
月
に

は
、
明
智
駅
前
広
場
整
備
や
山
岡

振
興
事
務
所
周
辺
整
備
、
市
内
各

地
の
観
光
地
の
整
備
、
７
月
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
費
の
ほ

か
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
の
た
め

の
基
金
や
、
将
来
の
病
院
整
備
な

ど
の
た
め
の
基
金
の
新
設
な
ど
に

１７
億
１
０
０
０
万
円
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
や
介
護
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で
前

年
度
剰
余
金
の
基
金
積
立
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
や
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
で
建
設
事
業
費

な
ど
の
増
額
の
補
正
を
行
な
い
ま

し
た
。

　　

一
般
会
計
の
収
入
の
状
況
を
表

２
に
、
支
出
の
状
況
を
表
３
に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

が
、
予
算
額
に
対
し
て
６０
・
０
㌫

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
取
得
税
交
付
金
や
株
式

譲
渡
所
得
割
交
付
金
、
市
債
は
、

年
度
末
に
納
入
さ
れ
る
予
定
で
、

国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
は
、
事

業
の
完
了
後
に
納
入
さ
れ
る
予
定

の
た
め
、
非
常
に
低
い
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
支

出
す
る
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金

を
返
済
す
る
お
金
）
は
、
支
出
率

も
順
調
で
す
が
、
衛
生
費
、
農
林

水
産
業
費
、
土
木
費
は
、
建
設
事

業
な
ど
を
多
く
行
っ
て
い
て
、
事

業
を
完
了
し
て
か
ら
の
支
出
が
多

く
な
る
た
め
、
支
出
率
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
民
生
費
は
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
繰
出

金
が
下
半
期
に
支
払
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
支
出
率
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
い
て
も
、
市
全

体
の
歳
入
、
歳
出
の
状
況
と
同
様

に
、
収
入
率
、
支
出
率
と
も
例
年

通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
定
期
的
に
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
執
行
と
基
金
、
地
方
債
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

区分 現在高 市民一人当たり

一般会計 ３５６億７，８２５万円 ６４万５，７１３円

特別会計 １６７億７，２０５万円 ３０万３，５４５円

企業会計 ３７億２，２５４万円   ６万７，３７１円

市債総計 ５６１億７，２８４万円 １０１万６，６２９円

区分 現在高 市民一人当たり

積み立てる基金 ９６億９，１４３万円 １７万５，３９８円

 一般会計の基金 ８４億８，１４２万円 １５万３，４９９円

 特別会計の基金 １２億１，００１万円 ２万１，８９９円

運用する基金 １２億２，４５１万円 ２万２，１６１円

企業会計の基金 ２億２，７０４万円          ４，１０９円

基金総計 １１１億４，２９８万円 ２０万１，６６８円

支
出
済
額
は
予
算
の
３４
・
１
％

本
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公
表

科目 現計予算額 収入済額 収入率
市税 ６７億９，０３９ ４０億７，６４１ ６０.０％
地方譲与税 ３億７，７４０ １億２，３３３ ３２．７％
利子割交付金 ２，４８０ １，０１６ ４１.０％
配当割交付金 ８６０ ３８６ ４４．９％
株式等譲渡所得割交付金 ４００ ０ ０.０％
地方消費税交付金 ４億９，８８０ ２億９，６５６ ５９．５％
ゴルフ場利用税交付金 １億４，８２０ ５，４０２ ３６．５％
自動車取得税交付金 １億０,９３０ ３，０７８ ２８．２％
地方特例交付金 １億２，７４７ １億２，７４３１００.０％
地方交付税 ８９億３，８８６ ６４億４，０９０ ７２．１％
交通安全対策特別交付金 ７００ ３５５ ５０．７％
分担金及び負担金 ３億２，０３２ １億１，０８０ ３４.６％
使用料及び手数料 ４億３，６７９ １億８，３１３ ４１．９％
国庫支出金 ２９億７，５９１ ３億２，７７８ １１.０％
県支出金 １９億０,０６７ ２億２，３７３ １１．８％
財産収入 １億１，８２５ ５，２５９ ４４．５％
寄附金 ６１ ６６１０８．２％
繰入金 １億５，３３０ ３ ０.０％
繰越金 １８億８，２０３ １８億８，２０３１００.０％
諸収入 ６億４，６２１ ２億２，７９２ ３５．３％
市債 ４３億２，４８０ ４７０ ０．１％

合計 ２９７億９，３７１ １４１億８，０３７ ４７．６％

科目 現計予算額 支出済額 支出率

議会費 ２億０,５３０ ９，９６０ ４８.５％

総務費 ４３億５，７４９ １２億４，１８８ ２８．５％

民生費 ６６億１，２９０ ２０億４，８０２ ３１．０％

衛生費 ３８億３，３３０ ８億１，４８９ ２１．３％

労働費 ４，８３０ ４，１０９ ８５．１％

農林水産業費 １３億２，６６４ ３億０,４６４ ２３．０％

商工費 ４億９，１７８ ２億８，０６８ ５７．１％

土木費 ３６億２，０７１ ５億６，８４３ １５．７％

消防費 ９億６，０２１ ４億０,１７２ ４１．８％

教育費 ４０億４，０８８ １６億０,３２２ ３９．７％

公債費 ４１億１，９３０ ２０億２，０８７ ４９．１％

予備費 ３，０００ ０ ０．０％

災害復旧費 １億４，６９０ ０ ０．０％

合計 ２９７億９，３７１ ９４億２，５０４ ３１．６％

内     訳 当初予算額 補正額 合計

一般会計 ２６２億６，０００万円 ３５億３，３７１万円 ２９７億９，３７１万円

特別会計 １３５億６，０２６万円 ３億０,９００万円 １３８億６，９２６万円

企業会計 ６６億２，７００万円 １億１，９３４万円 ６７億４，６３４万円

合計 ４６４億４，７２６万円 ３９億６，２０５万円 ５０４億０,９３１万円

表 1　補正予算の状況

※補正額には昨年度からの繰越明許費を含む。企業会計の予算額は歳出予算

表２　一般会計収入の状況 表３　一般会計支出の状況

表４　市債の状況 表５　基金の状況

市
税
の
収
入
率
は
６０
％

３９
億
６
千
万
を
増
額
補
正

一
般
会
計
４７
・
６
％
が
収
入
済

市
の
借
金
は
５
６
２
億
円

問

一般会計 一般会計

特別会計 特別会計

企業会計企業会計

≪歳入の状況≫ ≪歳出の状況≫

１３８億６,９２６

２９７億９,３７１

６４億６,２３６

１３８億６,９２６

２９７億９,３７１

６７億４,６３４

４３億７,６７２

１４１億８,０３７

２８億７,３４４

９４億２,５０４

５４億８,１１６

２８億６,７５４

収入率
４７．６％

収入率
３１．６％

収入率
４４．５％

支出率
３１．６％

０ １００ ２００ ３００ ０ １００ ２００ ３００

（万円） （万円）

支出率
３９．５％

支出率
４２．５％

支出額 予算額収入額 予算額

（万円）（万円）

（億円）（億円）
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パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
開
催
す
る
、
１
月
期
講
座
を

案
内
し
ま
す
。

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】 

□
と
き　

１
月
４
日
㈫
、
１８
日

㈫
、
２５
日
㈫
、
２７
日
㈭
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

６
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

１２
月
１１
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。
再
受
講
の
可
否
は
１２
月

２８
日
㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

恵
那
に
は
、
４
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
素
晴
ら
し
い
財
産
、
中
山

道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
大
井
宿
に

は
、
貴
重
な
歴
史
を
残
す
建
物
が

あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
戸こ

長
ち
ょ
う

役
場
跡
で
す
。
今
の
ま

ま
で
は
、
風
化
で
修
復
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
現
在
、
市
の
文
化
財

や
登
録
文
化
財
な
ど
に
は
指
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
、
保
全

の
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　

１
０
０
年
以
上
経
過
し
て
い
る

も
の
だ
け
に
価
値
を
付
け
る
の
で

は
な
く
、
５０
年
で
も
立
派
な
遺
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

今
後
も
歴
史
を
重
ね
る
か
ら
。

　

登
録
文
化
財
は
、
５０
年
以
上
の

も
の
を
対
象
に
す
れ
ば
、
中
山
道

沿
線
に
住
む
方
の
意
識
の
向
上
に

も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と

中
山
道
に
も
、
目
を
向
け
て
ほ
し

い
で
す
。
壊
し
て
し
ま
え
ば
、
歴

史
は
終
わ
り
で
す
。
価
値
を
見
い

だ
す
人
材
の
確
保
も
望
み
ま
す
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

古
い
家
屋
の
保
存
は
、

大
変
で
す
。
特
に
、
所
有

者
に
は
大
き
な
負
担
が
掛
か
り
ま

す
。
市
で
は
大
井
宿
以
外
で
も
、

空
家
状
態
の
家
屋
が
増
え
、
危き

惧ぐ

し
て
い
ま
す
。

　

古
い
家
屋
を
残
す
に
は
、
指
摘

の
通
り
文
化
財
へ
指
定
や
登
録
を

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
建
物
を

調
査
し
て
、
文
化
財
の
価
値
が
認

め
ら
れ
れ
ば
可
能
で
す
。
し
か
し

文
化
財
に
指
定
や
登
録
さ
れ
た
だ

け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
重

要
な
こ
と
は
、
そ
の
後
の
維
持
管

理
と
活
用
を
誰
が
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
が
大
き

な
課
題
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
ま
ず
家
屋
の
所
有

者
と
建
物
が
あ
る
地
域
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
大

井
宿
に
は
戸
長
役
場
の
ほ
か
に

も
、
古
い
家
屋
が
何
軒
か
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建
物
を
ど
う

や
っ
て
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く

の
か
、
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
有
者
や
地
域
住
民
の
方
、
行

政
が
、
そ
の
建
物
は
地
域
に
と
っ

て
大
切
で
価
値
の
あ
る
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
、
共
通
の
認
識
を
持

ち
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
保
存
し

活
用
す
れ
ば
良
い
の
か
、
一
緒
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
文
化
課
）

　

ひ
し
屋
資
料
館
は
、
素
晴
ら
し

い
建
物
で
す
。
し
か
し
展
示
が
、

あ
ま
り
興
味
を
引
か
ず
残
念
で

す
。
も
う
一
度
、
来
た
い
と
思
う

よ
う
に
、
も
う
少
し
工
夫
が
ほ
し

い
で
す
。

　

こ
こ
で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
方
が
働
い
て
い
ま
す
が
、

座
っ
て
番
を
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
入
場
者
へ
の
説
明
や
接
客

面
の
向
上
を
望
み
ま
す
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
運
営
体
制
で
す
か
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

　

現
在
、
ひ
し
屋
資
料
館

は
、
市
が
直
接
運
営
す
る

施
設
で
す
。
建
物
自
体
が
展
示
物

の
た
め
、
母
屋
に
は
調
度
品
以
外

の
展
示
物
を
で
き
る
だ
け
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
展
示
物
の
マ
ン
ネ
リ
化

や
展
示
方
法
な
ど
、
改
善
す
る
必

要
は
あ
り
ま
す
。
展
示
や
活
用
方

法
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ひ
し
屋
資
料
館
の
管
理
は
、
現

在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
１
人
体
制
で

す
が
、
可
能
な
限
り
入
場
者
に
館

内
説
明
な
ど
を
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。

（
文
化
課
）

　

広
報
え
な
の
記
事
は
、
な
る
べ

く
縦
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
番
号
や
写
真
な
ど
の
都
合
で
、

横
書
き
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
横
書
き
は
慣
れ
て
い
な
い
の

で
、
途
中
で
読
む
の
を
や
め
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新
聞
と

同
じ
縦
書
き
が
読
み
や
す
い
で

す
。
文
字
も
、
も
う
少
し
大
き
く

し
て
ほ
し
い
。（

匿
名
・
長
島
町
）

　

本
紙
は
、
縦
書
き
と
現

在
の
文
字
サ
イ
ズ
を
基
本

に
編
集
し
て
い
ま
す
。
指
摘
の
と

お
り
、
縦
書
き
が
困
難
な
コ
ー

ナ
ー
や
、
特
に
差
別
化
し
た
い
記

事
は
、
横
書
き
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
は
、
配
置
や
写
真
、
縦

書
き
横
書
き
、
文
字
サ
イ
ズ
を
工

夫
し
て
、
少
し
で
も
多
く
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
努
力
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
文
字
サ
イ
ズ
は
現
行

ど
お
り
と
し
、
縦
書
き
に
で
き
る

も
の
は
縦
書
き
に
務
め
ま
す
。
記

事
の
内
容
や
配
置
で
、
横
書
き
の

編
集
を
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

も
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。（

企
画
課
）

　

こ
と
し
ま
で
は
成
人
式
が
各
地

域
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
来

年
か
ら
１
カ
所
で
行
う
も
よ
う
で

す
。
予
算
の
都
合
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
成
人
や
そ
の
家
族
の

た
め
に
も
、
各
地
域
ご
と
に
、
式

を
開
催
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

成
人
式
は
、
こ
れ
ま
で

合
併
前
の
旧
市
町
村
ご
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
合
併
前

の
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行

政
制
度
に
な
じ
ん
で
き
た
新
成
人

の
皆
さ
ん
が
、
合
併
と
同
時
に
統

一
開
催
を
行
う
と
、
戸
惑
い
や
混

乱
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
市
の
未
来
を
共
に
担

う
仲
間
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
重
要
性
を
考
え
る
と
、
統
一

し
た
成
人
式
に
移
行
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
教
育
委
員
会
で

は
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
立
て
ま

し
た
。
合
併
翌
年
度
の
平
成
１８
年

３
月
に
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
新
し
い
市
に
な
じ

み
成
人
を
迎
え
る
、
平
成
２３
年
１

月
の
成
人
式
か
ら
統
一
開
催
す
る

こ
と
で
す
。

　

市
の
未
来
を
担
う
若
者
が
一
堂

に
会
し
、
共
に
成
人
の
門
出
を
祝

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

　

夕
方
５
時
に
、
防
災
行
政
無
線

か
ら
「
ふ
る
さ
と
」
が
流
れ
ま
す
。

１
日
を
振
り
返
り
、
あ
あ
今
日
も

１
日
が
終
わ
っ
た
の
だ
と
心
安
ら

ぎ
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
」
は
と
て
も
良
い

曲
で
す
が
、
例
え
ば
秋
は
「
も
み

じ
」
な
ど
、
春
夏
秋
冬
を
代
表
す

る
曲
を
流
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
あ
る
い
は
月
ご
と
に
曲
を
変

え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
そ
の
響
き
が
一
生

残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
齋
藤
さ
ん
・
武
並
町
）

　

防
災
行
政
無
線
は
、
市

全
域
で
統
一
し
た
放
送
が

で
き
る
よ
う
、
機
器
の
更
新
と
再

整
備
を
行
い
、
昨
年
度
に
完
成
し

ま
し
た
。ま
た
旧
市
町
村
ご
と
に
、

違
う
曲
目
を
放
送
し
て
い
ま
し
た

が
、夕
方
５
時
は
、市
内
全
域
「
ふ

る
さ
と
」
の
曲
に
し
ま
し
た
。

　

市
全
域
に
流
れ
る
時
報
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
あ
り
、
生
活
リ
ズ
ム
の
中
で
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
は

さ
ま
ざ
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
」
は
、
流
し
始
め

た
ば
か
り
で
す
。
し
ば
ら
く
の
間

は
、
こ
の
曲
を
放
送
し
ま
す
。
曲

目
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
今
後
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対

応
し
ま
す
。

（
防
災
情
報
課
）

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　
本
紙
１１
月
１５
日
号
３
㌻
の
「
文
化
セ
ン
タ
ー
１２
月
の
催
し
」
に
掲

載
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
決
算
発
表
・
表
彰
式
」
は
、

４
日
㈯
か
ら
１８
日
㈯
へ
変
更
し
、
午
後
１
時
か
ら
恵
那
商
工
会
議
所

で
開
催
し
ま
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

恵
那
産
業
博
覧
会
実
行
委
員
会
志
２
６
―
１
２
１
１

　

本
紙
１１
月
１５
日
号
４
㌻
の
「
第
１９
回
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
大

会
」
の
募
集
で
、１２
月
６
日
㈪
を
「
受
付
開
始
日
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

「
締
め
切
り
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
志
２
２
―
３
２
２
８
（
柘
植
良
治
）、
志

４
３
―
４
０
８
２
（
伊
藤
辰
廣
）

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催

するイベントや各種募集などを市内に

周知するためのコーナーです。（営利

目的・宗教・政治に関する掲載はでき

ません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画

課広報広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

▲平成２２年恵那文化センター会場の成人式 ▲中山道大井宿に残る戸長役場跡

▲中山道ひし屋資料館の屋内展示

１
月
期
講
座
を
開
催

平
成
２３
年
の
成
人
式
か

ら
統
一
開
催
し
ま
す

中
山
道
大
井
宿
の
戸
長

役
場
跡
を
保
全
し
て

ひ
し
屋
資
料
館
は
建
物

自
体
も
展
示
物
で
す

問問

申
・
問

午
後
５
時
に
流
す
曲
を

季
節
で
変
更
し
て
は

広
報
え
な
を
な
る
べ
く

縦
書
き
で
編
集
し
て
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　サンホールくしはらの前で、１１月３日に第１７回全国

ヘボの巣コンテストが開催され、約２,０００人の来場者で

にぎわいました。ことしの優勝は、過去最高の記録となっ

た８．３７㌔の金田千栄さん（長野県阿南町）でした。

　第２回「えなの木、もりの木、きになる木コンテスト」

が、１１月６日に開催されました。これは、木のよさを知っ

ていただこうとして行われたもの。１４２点の出品中、各

部門で最優秀賞、優秀賞、特別賞が表彰されました。

　１０月３１日、長島町正家区内の史跡を巡る企画で、第

１回正家区民ウオーキング大会が開催されました。少し

小雨の舞う中、約２００人の参加者は、新たに説明看板を

設置した正家廃寺跡など、史跡巡りを楽しみました。

　明智公民館が、地域住民の学習活動に大きく貢献した

として、文部科学大臣から第６３回優良公民館表彰を受

賞。１１月５日に公民館長の福岡洸司さんと公民館主事

の春日井順子さんが、受賞の報告に市役所を訪れました。

　

岩
村
城
跡
を
目
指
す
「
発
掘
！

岩
村
城
跡
と
歴
史
的
ま

ち
な
み
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
が
、
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、
１１

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
登
り
坂
の
片

道
約
３
㌔
。
途
中
、
こ
の
日
の
み
復
元
さ
れ
た
一
の
門
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
扮ふ

ん

し
た
門
番
に
「
み
ん
な
で
守
ろ
う
岩
村

城
」
の
合
言
葉
を
言
わ
な
い
と
通
過
で
き
な
か
っ
た
り
、

各
所
に
歴
史
ク
イ
ズ
が
あ
っ
た
り
な
ど
、
趣
向
が
凝
ら
し

て
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
約
６
０
０
人
は
、
岩
村
の
歴

史
を
歩
い
て
、
見
て
、
学
ん
で
、
楽
し
ん
だ
１
日
で
し
た
。

正家廃寺跡などの史跡を巡る

明智公民館が文部科学大臣から表彰

過去最高の８．３７㌔の巣が登場

木のよさを知る木工コンテスト 歴
史
を
学
び
な
が
ら
岩
村
城
跡
を
登
る

大井町

馬場 ありすちゃん

祝
★
１
歳
♥
こ
れ
か
ら
も

あ
り
す
の
笑
顔
で
み
ん
な

を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
て
ね
。

努
さ
ん
・
あ
す
か
さ
ん

　１月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、１２月８日㈬までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

１２月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

大井町

青木 美
み

佳
か

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き
く

な
あ
れ
♪

祐
輝
さ
ん
・
友
美
子
さ
ん

山岡町

小木曽 暖
はる

希
き

くん

と
っ
て
も
と
っ
て
も
い
と

し
い
ハ
ル
♥
た
く
さ
ん
食

べ
て
大
き
く
な
ぁ
れ
。

耕
司
さ
ん
・
さ
と
み
さ
ん

岩村町

大嶋 啓
け い

太
た

くん

祝
１
歳
♥
啓
太
の
笑
顔
に

み
ん
な
が
癒
や
さ
れ
て
ま

す
。す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

章
裕
さ
ん
・
綾
子
さ
ん

東野

有我 優
ゆ

羽
う

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
こ
れ

か
ら
も
元
気
で
す
く
す
く

育
っ
て
い
っ
て
ね
♡

博
史
さ
ん
・
恵
美
さ
ん

武並町

工藤 大
た い

誠
せ い

くん

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
い
つ
も
笑
顔
で
元

気
に
育
っ
て
ね
。

誠
市
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん

長島町

田村 隼
はや

人
と

くん

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と

う
！
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
隼

人
く
ん
。
大
好
き
だ
よ
♥

隆
直
さ
ん
・
真
奈
美
さ
ん

串原

堀 千
ち

紘
ひろ

ちゃん

お
め
で
と
う
！
み
ん
な

ち
ー
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ

よ
。
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

雄
二
さ
ん
・
洋
美
さ
ん

大井町

大島 芽
め

依
い

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
。
こ
れ

か
ら
も
芽
依
の
笑
顔
い
っ

ぱ
い
見
せ
て
ね
♡

陽
介
さ
ん
・
朋
美
さ
ん

長島町

前田 梨
り

桜
お

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
世
界

一
か
わ
い
い
子
に
な
っ
て

ね
♡
大
好
き
だ
よ
。

洋
貴
さ
ん
・
由
起
子
さ
ん

大井町

鈴木 海
み

有
ゆ

ちゃん

わ
が
家
の
男
前
？
な
次
女
。

元
気
に
成
長
し
て
す
て
き

な
女
性
に
な
っ
て
ね
錘

敬
章
さ
ん
・
友
香
さ
ん

長島町

安藤 大
やま

翔
と

くん

笑
顔
の
す
て
き
な
あ
な
た

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

竜
一
さ
ん
・
志
穂
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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山
岡
町
下
手
向

三み

浦う
ら 

祐ゆ
う

揮き

さ
ん　

２２
歳

　

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
（
第
６５
回
国
民
体

育
大
会
）
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
、
日
本
体

育
大
学
４
年
生
の
三
浦
祐
揮
さ
ん
が
、
県

代
表
で
出
場
。
腰
か
ら
下
を
使
っ
て
攻
防

を
し
て
は
い
け
な
い
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス

タ
イ
ル
の
６６
㌔
級
で
、３
位
に
入
賞
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
、
５
歳
か
ら
柔
道
を
始
め

中
学
時
代
は
県
大
会
で
準
優
勝
、
東
海
大

会
で
は
５
位
と
な
っ
た
。
レ
ス
リ
ン
グ
に

も
誘
わ
れ
、高
校
で
も
柔
道
を
続
け
る
か
、

迷
っ
た
。
悩
ん
だ
末
、
中
津
川
商
業
高
校

の
有
賀
先
生
を
慕
っ
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
の

道
へ
転
向
。
同
ス
タ
イ
ル
で
県
大
会
優
勝
、

兵
庫
国
体
と
全
国
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
大
会

で
５
位
に
入
賞
し
た
。
大
学
で
は
、
こ
と

し
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
勝
ち
取
り
、
全
日
本
大

学
選
手
権
団
体
戦
で
３
位
に
な
っ
た
。

　

「
何
が
何
で
も
優
勝
し
て
や
る
と
い
う

気
持
ち
で
臨
ん
だ
」
こ
の
大
会
。
３
回
戦

で
は
、
強
豪
と
の
対
戦
に
な
っ
た
。「
技

術
で
は
負
け
る
と
思
い
、
自
信
の
あ
る
体

力
勝
負
に
持
ち
込
ん
だ
」
と
、
あ
き
ら
め

ず
に
作
戦
を
練
り
、
勝
利
し
た
。

　

「
レ
ス
リ
ン
グ
も
礼
儀
を
重
ん
じ
る
。

握
手
で
始
ま
り
、
握
手
で
終
わ
る
。
精
神

力
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
『
勝
ち
た
い
』

と
い
う
気
持
ち
の
強
い
者
が
勝
つ
」
と
三

浦
さ
ん
は
、レ
ス
リ
ン
グ
の
魅
力
を
語
る
。

　

大
学
へ
進
学
し
「
先
輩
に
お
も
ち
ゃ
の

よ
う
に
扱
わ
れ
た
」
と
レ
ベ
ル
の
違
い
を

知
っ
た
。「
今
日
は
１０
点
取
ら
れ
た
か
ら
、

明
日
は
９
点
に
」
少
し
で
も
と
い
う
気
持

ち
で
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
毎
年
、

試
合
の
な
い
１
月
か
ら
３
月
は
、
準
備
期

間
。
こ
の
間
を
ど
れ
だ
け
頑
張
る
か
で
翌

年
の
成
績
が
決
ま
る
」
と
試
合
に
向
け
、

課
題
を
重
点
的
に
練
習
し
て
き
た
。

　

「
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
い
突
き

進
め
ば
、
結
果
は
つ
い
て
く
る
と
思
う
。

あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
る
こ
と
が
大
切
」
と

三
浦
さ
ん
は
話
す
。

　

１２
月
に
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
つ
な
が

る
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権
へ
出
場
す
る
。

今
は
、
こ
の
大
会
の
こ
と
だ
け
を
考
え
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

　

目
標
は
、
同
選
手
権
と
国
体
で
優
勝
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
体
力
を
生
か
し
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
だ
。　

国
体
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で
３
位
入
賞

あ
き
ら
め
ず
目
標
へ
突
き
進
む

　１１月１５日、恵那農高園芸デザイン科２年生と、街並

みの美化を目指す「花のまち恵那（代表・丸山朝夫さん）」

を中心とした地元住民ら約７０人が、恵那駅前周辺の花

壇に、９種類のハボタン約８,０００株を植栽しました。

　恵那文化センターをメーン会場に、１１月１３日、恵那

青年会議所の主催で未来創造サミットが開催。そこで、

明日へ前向きに生きることの大切さを、北京パラリン

ピック金メダリストの伊藤智也さんが講演で訴えました。

　長島小学校５年生の児童１０１人が、１１月１１日、わん

ぱく山保全活動として、間伐材を利用したベンチ作りに

挑戦しました。森の学習や間伐体験を進めてきた児童た

ちは、木を使うことの大切さや楽しさを学びました。

　市中央図書館へ蔵書の購入と運営資金として、１１月１７

日、㈱バロー相談役名誉会長の伊藤喜美さん（大井町・８８

歳）から１,０００万円の寄付がありました。伊藤さんは「特徴

を持った図書館へ」と、目録を可知市長に手渡しました。

　あけちまちづくりフォーラムの主催により、１１月１４

日に明智かえでホールで「ふるさとうたの日カーニバル」

が開催されました。延べ約４５０人の観客は、６組のアー

ティストが熱唱する「ふるさと」を楽しみました。

　１１月１２日、本年度県伝統文化継承者顕彰を受賞した

大島光衛さん（串原・７８歳）と原田志げ子さん（山岡町・８２

歳）が報告。大島さんは中山太鼓、原田さんは地歌舞伎

の三味線や鳴り物の、保存伝承に尽力されています。

伝統文化の保存継承者を知事が表彰 間伐材でベンチを作ったよ

アーティストが歌うそれぞれの「ふるさと」 未来は明日へ前向きに生きることから

特徴を持った中央図書館へと寄付 恵那駅周辺を彩る８，０００株のハボタン

７４



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではなく、
地球に優しい植物油を使用したインキ
で印刷されています。

　長島町にある奈良時代の寺跡で国の史跡。正家地内の

国道２５７号から西に入った丘陵上に位置し、高塚状に塔

と金堂の基壇が残っている。遺構調査の結果、東西１１０

㍍、南北７０㍍の寺域を有し、主要伽
が

藍
らん

を法隆寺式に配

置する本格的な古代寺院跡と判明。国宝玉
たま

虫
むし

厨
のず

子
し

と同じ

柱の配置をとる特異な構造の金堂、希少性の高い風
ふう

鐸
たく

や

奈良三彩陶器などの遺物、日本最古の床
ゆか

板
いた

を有する竪穴

住居など多くの特色ある成果があった。瓦はまったく

出土せず、屋根は板
いた

葺
ぶ

きあるいは桧
ひ

皮
わだ

葺
ぶ

きで

あったと考えられる。

８世紀前半に造営に着

手され、その後９世紀

後半に主要伽藍の火災

を契機として廃絶した

ものとされる。

３７

３８

▲大正村役場

▲正家廃寺跡に残る塔の心礎

大正ロマン館からの景色もよいが、まち外

れの高台にある千畳敷公園からの眺望は格

別。日本大正村は物質的なものより精神的

な要素が強く、究極の目的は日本中の人た

ちが大正時代をしのぶメッカとなること。

日本大正村 まち全体が大正博物館

正家廃寺跡 ８世紀の大伽藍跡

次号は１２月１５日号と
１月１日号の合併号
　発行日は１２月２１日㈫です
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古代の恵那地域には長島町正家の正家廃寺

と山岡町上手向の手
とう

向
げ

廃寺があったとされ

る。正家廃寺は、１９７７（昭和５２）年から南

山大学が４年間、１９９２（平成４）年からは

市教育委員会が発掘調査を行った。

▲平成５年度の発掘調査（航空写真）

▲日本大正村のイメージ
キャラクター「大正ロマン
ちゃん」

　明智町の市街地全体に残る大正のモダン建物や、大正

時代の文化から日常生活までの歴史資料を、街全体で展

示している全国唯一の博物館。観光客のガ

イドやイベントから主要施設の運営ま

で、ボランティアで取り組んでいるの

が特徴。文芸写真家の故澤
さわ

田
だ

正
まさ

春
はる

ら

の発案で、１９８８（昭和６３）年に開村式

を実施。初代村長は高
たか

峰
みね

三
み

枝
え

子
こ

、二代

目の現村長は司
つかさ

葉
よう

子
こ

が就任。村内に

は、文化庁の登録有形文化財である大

正村役場や元銀行蔵の大正村資料館、

蔵の並ぶ大正路地などあり、郷土出身

の画家山
やま

本
もと

芳
ほう

翠
すい

の油絵のある大正ロマ

ン館も人気。２０１１（平成２３）年には「大正百年祭」を開

催するよう準備が進められている。




